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第25回FIG Congressの概要

JFS総幹事 中堀 義郎

コンベンション
センター

ツインタワー

会場と日程
• 会場：クアラルンプールコンベンションセンター

• 日程 6月16日～21日
– 総会（FIGの運営に関する会議） 16日及び21日

– 会員協会の会長又は代表団長の会（関係者のみ）

– 国の測量機関の長とFIGのフォーラム（関係者のみ）

– テクニカルプログラム 17～20日
全体集会

各Commission 主催のセッション

Young Surveyors Conference
FIGとUNの合同セッション

タスクフォースの講演会

– 展示会

誰がFIGに参加しているか？

• 国際測量者連盟（International Federation of
Surveyors）

• 世界の測量者の利益を代表

• 各国の会員協会の連合体

• 世界の測量共同体のすべての業分野をカバー

• 職業的な測量と品質向上を目的に国際的な
フォーラムを開催する

• UN公認のNGO

誰がFIGに参加しているか？
FIGの構成員

• Member association(会員協会)
– 測量者協会等、会員１人当たり€4.48（約600円）をFIGの
会費として負担し、FIGの運営事項等に関する総会にお
ける議決について投票権を有する（87カ国の102団体）

• Affiliate member（連携会員）
– 国の測量機関等、総会での投票権はない（40カ国から
43機関）

• Academic member（学術会員）
– 大学等、総会での投票権はない（56カ国から89機関）

• Corporate Member(企業会員)
– 商業活動をする企業等

会員協会として加盟している国
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誰がFIGに参加しているか？
参加者が10人以上の国

地域 国・地域名 参加者数 地域 国・地域名 参加者数

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

マレーシア 830( 11 )

ヨ
ｌ
ロ
ッ
パ

ドイツ 36( 46 )
オーストラリア 74( 782 ) オランダ 26( 21 )
シンガポール 61( 13 ) イギリス 25( 28 )
トルコ 48( 44 ) フィンランド 23( 26 )
インドネシア 35( 20 ) スウェーデン 16( 26 )
中国 31( 35 ) スイス 15( 11 )
日本 27( 5 ) デンマーク 15( 14 )
ニュージーランド 21( 59 ) フランス 11( 7 )
ラオス 18( 1 ) ブルガリア 11( 8 )
大韓民国 17( 16 ) ロシア 10( 7 )
バングラデシュ 15( 0 )

ア
フ
リ
カ

ナイジェリア 353( 112 )
フィリピン 14( 8 ) ケニア 24( 16 )
台湾 12( 0 ) ガーナ 20( 15 )
香港 11( 19 ) モロッコ 17( 66 )

北米 米国 47( 57 ) コンゴ 14( 1 )
(  )内は、2010シドニー大会参加者数 南アフリカ 10( 9 )

FIG国際会議総会（第1日目）

FIG General Assembly 報告より引用

FIG国際会議総会（第1日目） 総会１（6月16日）

• 主な議事
– 新入会、退会、除名、名誉会員の任命

– 会長報告（過去1年間の活動報告）

– 財政報告（2013年会計報告及び2014‐2017年の見通し）

– 2016年の会費

– 定款の変更

– Commission 1～10 とNetworksの報告

– 新役員候補者の演説：会長（１名）、副会長（５名）

– 2018年のCongress開催候補国の演説：トルコ

– 2017年Working  Week 開催候補国の演説：フィンランド、
ネパール、ヴェトナム

2016年の会費

会員協会の2016年の会費は、

昨年決定された2015年の会費と同じく

会員協会の会員１人当たり

€4.48

に据え置くことが決まった。

会則6.6（投票権に関する規定）の変更

従 来 修正案 備 考

１会員協会は1つの議
決に１票を投じること
ができる。

１会員協会が１つの議
決に投じることのでき
る票数は、次の通りと
する。
a)最近の会費納入時
の会員数が999名以
下の場合は、1票
b)最近の会費納入時
の会員数が5500名以
上の場合は、3票
c)上記以外の場合は、
2票

2012年ローマにおけ
る総会で、投票権に
関する作業部会から
、投票権は会員協会
の会員数にスライド
するよう改正すべき
であるとの勧告があ
り、満場一致で承認
された。役員会で、
会則修正案がまとめ
られ、16日の総会で
決定され、21日の総
会から適用される。
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副会長への立候補演説 トルコ・イスタンブールの立候補演説

総会２（6月21日）

• 2017年Working Week開催地投票
• 2018年Congress開催地投票
• Commission 委員長（2015‐2018）の任命
• 副会長選挙の投票
• 会長選挙の投票
• Commission等からの報告
• 2015年、2016年Working Week開催地の準備状
況報告

• その他 “International Week (or Day) of the 
Surveyor” に関する提案が欧州と米からあった。

投票風景

新執行部とテオ会長

左から

Vice President 2010‐
2018 Rudolf Staiger

President 2011‐14 
CheeHai Teo

President 2015‐18 
Chryssy Potsiou

Vice President 2015‐18 
Diane Dumashie

Vice President 2012‐16 
Cheng Pengfei

FIG 総会報告 より引用

Commission  の委員長（2015‐2018）

• Commission 1: Mr. Brian J. Coutts, NZIS, New Zealand

• Commission 2: Ms. Liza Groenendijk, GIN, Netherlands

• Commission 3: Mr. Enrico Rispoli, CNGeGL, Italy

• Commission 4: Ms. Angela Kesiena Etuonovbe, NIS, Nigeria

• Commission 5: Prof. Volker Schwieger, DVW, Germany

• Commission 6: Dr. Ivo Milev, USLMB, Bulgaria

• Commission 7: Ms. Gerda Schennach, OVG, Austria

• Commission 8: Mr. Kwame Tenadu, GhIS, Ghana

• Commission 9: Prof. Liao Jinping (Patrick), CIREA, China PR

• Commission 10: Mr See Lian Ong, RICS, United Kingdom

• Young Surveyors Network: Ms. Eva‐Maria Unger, OVG, Austria

Young Surveyors Networkは、分科会と同レベルに位置付け
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“The Global Surveyors Week”提案
• 提案者

– 欧州測量者委員会（CLGE：The Council of European 
Geodetic Surveyors）

– 全国職業測量者協会（NSPS：The National Society of 
Professional Surveyors, 米国）

• 目的
– FIGが測量者の社会に対する重要な役割を認識し、
促進し、祝う

• 時期：3月第3日曜日から始まる週
• 今後：提案を記録し検討する
• ご意見は総幹事中堀までお願いします。

最近1年間の出版物

• FIG Publication No.59: International Boundary Making – FIG report
• FIG Publication60: Fit‐For‐Purpose Land Administration ‐ FIG Guide
• FIG publication 61: CADASTRE 2014 and Beyond ‐ FIG report
• FIG Publication 62: Ellipsoidally Referenced Surveying for 

Hydrography ‐ FIG guide
• FIG Publication 63: The Africa Task Force 2009‐2014 ‐ FIG report
• FIG Publication 64: Reference Frames in Practice Manual ‐ FIG Guide
• FIG publication 49 ‐ second and updated edition ‐ FIG Guide on Cost 

Effective GNSS Positioning Techniques
• A FIG Review of the Social Tenure Domain Model (STDM) Phase II 

Summary Report

会員協会会長（代表団長）
のスケジュール

• 16日 総会、

• 17日 会員協会のフォーラム

• 18日 Carbon Offset Program（二酸化炭素対
策運動としての記念植樹：PEJUTA会長の招待
による参加）

• 19日 Young Surveyors Conferenceの参加者
と会員協会との意見交換会

• 20日 FIG会員協会の会長会議

• 21日 総会

会員協会会長フォーラム

コミッション主催の講演会
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投稿論文数 総数 470件

講演風景（Rizos IAG会長)
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講演風景（欧州で測量者が不足して
いる国、過剰な国）

休憩時間

ツインタワーの夕暮れ 展示（UAVの展示が多数あった）

ランチ：展示会場で立食


